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佐渡 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 生 熊 的 知見 と 地理 的 変異 
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Ecological Notes and Geographical Variation of Neope niphonica 
BUTLER (Lepidoptera, Satyridae) from Sado Island, Central Japan 


Mayumi TAKAHASHI : Kita-andó 5-13-11, Shizuoka-shi, 420 Japan 


Abstract Geographical distribution, adult behaviour and morphological variation of 
Neope niphonica BUTLER in Sado Island were described and discussed. The race from 
Sado Island have some prominent characteristics in wing colouration, in dorsal line of 
larva and also in adult behaviour. 
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REAR (1972) は 新潟 県 佐渡 島 産 の "キマ ダラ ヒ カ ゲ "が ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ル eo/e niphonica BUTLER で あ 
る こと を 指摘 し , 1 の 2 ゃ や の 標本 に 基づい て , 同島 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ が 固有 の 地理 的 変異 を 示す こと 
を 述べ た . Ek, 同氏 は 本 種 を 含む 数 種 の 蝶 類 や トン ボ 類 , セ ミ 上 類 の 示す 地理 的 変異 の ゎ つ 意味 を , FEB 
の 地 史 的 背景 を も と に 考察 し て いる GERR, 1987). 

筆者 は 1978 年 8 月 お よび 1988 年 7 月 に この 島 に 渡っ て 本 種 の 成虫 の 採集 と 観察 を 行ない , さら に 母 蝶 
か ら の 採卵 に よっ て 得 ら れ た 卵 か ら 生 じ た 若 干 の 個体 を 飼育 し て , いく つか の 新しい 知見 を 得る こと が で 
きた . それ ら の 結果 に 基づい て , 佐渡 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 に 関す る 問題 を 改め て と りあ 
V, 他 の 産地 の も の と 比較 する こと に より , その 位置 づけ に つい て 考え て みた い . 

この 報告 に 当たり , この 問題 に は じ め て 着目 され た 樋 熊 清治 氏 の 閣 眼 に 敬意 を 表し , 同時 に 佐渡 和 島 に お け 
る 本 種 の 生息 地 の 状 態 や 成虫 期 な ど に つい て 詳し く ご 教示 下さ っ た 同氏 の ご 厚意 に 深く 感謝 する . 


I 分布 地域 と 生態 


1. 分 布地 域 

佐渡 島 た における 分 布地 域 は , ELL CARE UMORBRCR ON, 筆者 は 妙見 山頂 上 付近 金 北山 頂上 
東側 の 尾根 , ドン デン 山 付近 な ど で 本 種 を 確認 し て いる . 大 佐渡 山地 の 中 腹 に も 産 す る と いわ れる が ( 樋 熊 , 
1987), 筆者 は まだ 確認 し て いな い . 

つぎ に 筆者 の 採集 記録 を 示す . ( ) 内 は 目撃 記録 で ある . 
妙見 山頂 上 <1042 m» 付近 , 8682992, 1988 年 7 月 24 日 : 金 北山 頂上 東側 <1150 m>, 14, 1978 
年 8 月 7 日 : 金 北山 頂 ヒ 上 ー カ キッ ベタ 池 <1100 m», 3 の ず , 1988 年 7 月 25 日 : カキ ッ ズ バタ 池 一 940 m 
三角 点 く 1000 m>, 3 の ず , 1988 年 7 月 25 日 : ドン デン 山 一 ドン デン 池 く 930 m>, C14), 1988 年 7 月 
26 B. 

2. 生息 地 

生息 地 は 大 佐渡 山地 の 尾根 に 発達 し た チ ナシ マ ャ ザ サ 群落 を 伴 な う 落 葉 広葉 樹 林地 帯 で , BLUR GUB] 
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Fig. 1. The summit of Mt. My6ken (1130 - 1140 m in altitude), Sado Island, where adult 
behaviour of Neope niphonica BUTLER was observed. No food plant was found 
there. Male showed territorial flight around the fence, sometimes sitting on the 
fence 1-2 m above the ground. A bout of courtship behaviour was observed 


there. 


の 明る いと ころ に よく 見 られ る . 卵 や 幼虫 は 発見 され て いな い が , チシマザサ Sgs2 kurilensis MAKINO et 
SHIBATA を 大 佐渡 山地 に お ける 主要 な 食 草 と みる こと が で きよ ょ よう. 成虫 の 樹液 源 と な る 植物 と し て は ミズ 
ナラ が も っ と も ゃ 有力 と み ら れ る が , 樹液 に 飛来 し た 例 は まだ 観察 し て いな い . 

3. 成虫 の 行動 

A. 午前 中 の 行動 

1988 年 7 月 25 日 の 午前 10 時 一 10 時 30 分 どろ (微風 快晴 ), 金 北山 頂上 の 自衛 隊 レ ー ダ ー 基 地 東 側 の 林 
RC, 同種 の 他 の 個体 を 追跡 し て な わ ば り 行 動 を 示す 3 一 4 頭 の ず を 目撃 し た . 飛び 方 は きわ め て 敏速 で , 
静止 場所 は 必ず し ゃ 一 定 せ ず , 静止 時 間 も 数 秒 程度 で あっ た . 

Z 26 日 の 午前 11 時 ご ろ (微風 快 情 )) ドン デン 山 か ら ドン デン 池 に いた る 尾根 で , 地上 2m 程 度 の 低木 
林内 の 小さ な 空地 で な わ ば り を つく る 1 ず を 目撃 し た . この 個体 も きわめて 徴 速 で , 樹幹 と 樹 枝 に それ ぞ れ 
1 回 静止 し た の ち に 林 外 に 飛び 去っ た . 

B. 午後 の 行動 

同年 7 月 25 日 の 午後 0 時 一 1 時 30 分 ご ろ (微風 快晴 ), 金 北山 東側 の カキ ッ バ ベタ 池 か ら 940 m 三 角 点 に 
いた る 尾根 道 の 林 間 陽 地 で 同種 の 個体 を 追跡 し て な わ ば り を つく る 5 一 6 頭 の み を 観察 し た . この 時 間 帯 
の 活動 も きわめ て 活発 で , 飛び 方 も 非常 に 速く , 人 の 気配 に 敏感 で あっ た . 

前 日 , 7 月 24 日 の 午後 3 時 30 分 一 5 時 05 分 (微風 快晴 ), 妙見 山頂 上 に お ける 観察 で は , 一 定 の 領域 を 
占有 し て な わ ば り を つく る 個体 (の ) と , まっ た く 静 目 す る こと な く 山 頂 を 飛び すぎ る 個体 (や を 含む ) が 
見 られ た . 妙見 山 の 頂 上 に は 自衛 隊 施 設 の 緑色 こ 塗 られ た 高い 鉄 棚 が あり , この 鉄 棚 や 付近 の イタ ドリ な ど 
の 葉 上 に と まっ て な わ ば り を つく る 個体 (の ) が 多く , いずれ も きわ め て 敏感 ・ 敏 速 で 写真 撮影 は 困難 で あっ 
た (Fig. 1). 

Git, 採集 し た 交尾 済み の 2 頭 の ほか に 2 一 3 頭 を 目撃 し た が , それ ら は いずれ も 鉄 棚 に と まっ て いた . 
5 時 05 分 どろ, この 鉄 棚 の 付近 で 1 対 の 雌雄 が 空中 で も つれ あっ た の ちと, 地上 に 降り て , AMQOKH 
か ら 接 近 し , 腹部 を 曲げ て 求愛 する 動作 を 2 回 くり 返し た が , 交尾 は 成立 し な か っ た . な お , eope に つい 
て は 未確認 で ある が , すでに 交尾 し た 告 が 再 交 尾 す る 可能 性 も る ある . この 鉄 棚 付 近 に は 食 草 の サ サ 類 が 見 ら 
れ な いと ころ か ら , P が ここ に 集まる の は 交尾 の た めで ある こと を 示 吹 する . 
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C. 行動 の 特徴 

以上 の 観察 例 か ら , 佐渡 島 に お ける ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 成虫 の 日 周 活動 は すく な く と も 午前 10 時 か 
ら 午後 5 時 どろ に か け て 連続 する こと が わか る . すく な く と も この 時 間 帯 に は と くに 目 立っ た 活動 時 間 の 
ピー ク を 見 い 出 す と と が で き な か っ た あるいは, も っ と も 多く の 個体 ( 約 20 頭 ) を 観察 し た 午後 3 時 一 
4 時 30 分 どろ に その 中 心 が あ る の か も 知れ な い . 

筆者 の 観察 に 関す る か ぎり , 佐渡 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ ( 春 型 ) の 行動 は , 日 本 本 土 に お ける 原 名 亜 種 
に 見 られ る 多く の 場合 に 比べ て 著しく 敏感 敏速 で あり , この 点 で は 房総 半島 産 亜 種 亡 yoswmiensis の 春 型 に 
匹敵 する , これ は 佐渡 島 産 個体 群 の も つ 生 態 的 特徴 の ひと つと いえ る で あろ う . し か し , 房総 半島 産 亜 種 (と 
く に 春 型 ) に 見 られ る 特異 な 行動 , すなわち , 樹幹 に 治っ て らせん を 描く よう に 上 下す る 行動 ( 探 雌 行動 と 
推定 され る ) (高橋 ・ 青 山 , 1989) は 認め る こと が で き な か っ た . 


4. 成虫 の 羽化 期 

1988 年 7 B 24—25 日 に 採集 し た 14 みず 2 や は, いずれ る も 羽化 後 数 日 を 経た 個体 で , この 中 に は 羽化 直 
後 の 新鮮 完全 な 個体 は 含ま れ て いな い . また 樋 熊 清治 氏 に よっ て 採集 され た 7 月 下旬 お よび 8 月 上 旬 の 個 
体 も 新鮮 で な いこ と や , 1978 年 8 月 8 日 に 採集 し た 1 の は きわ め て 汚損 し た も の で , 計測 可能 な 部 位 が 少な 
か っ た こと な どか ら , 大 佐渡 山地 税 線 部 た お ける ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 羽化 の 全盛 期 は 7 月 上 旬 一 中 旬 と 
推定 され る . 

な お , も し 本 種 が 佐渡 島 の 低地 帯 ( 標 高 700 m 以 下 ) に 分 布 し て いる な ら ば , その 地帯 で 年 2 回 発生 する 
可能 性 も ある が , 今 の と ころ , 年 2 回 発生 の 証拠 と な る 夏 型 は 採集 され て いな い . 


II 地理 的 変容 


1. 材料 と 計測 の 方 法 

計測 に 用 いた 材料 は , 佐渡 島 に お いて 筆者 が 1978 年 お よび 1988 年 に 採集 し た 15 APL, 樋 熊 清治 氏 が 
1967 Æ 8 月 2 日 に 採集 され た 1 ず 【[ 桶 熊 (1972) の 写真 と による. た だ し 前 超 長 を 除く .] で ある . これ と 比 
較 す る た め に 用 いた 材料 は , 日 本 列 鳥 各地 か ら 得 られ た 多く の 個体 ( 春 型 ず ) で , 計測 値 の 一 部 は すでに 報 
告 さ れ て いる も の も ある (高橋 ・ 青 山 , 1981 な ど ). \ は 採集 個体 が 少な いた め , あえ て 統計 的 な 資料 で 比 
Ret, 筆者 が 採集 し た 229 08m, 樋 態 (1972) に よっ て 図示 され た 2 千 や を 参考 に その 特徴 を 推定 す 
る に と ど め た た. 

形態 や 斑紋 の 計測 に は ノギス を 用 い , 左右 の 次 に つい て 0.1 mm の 単位 で 測定 し , 左右 の 平均 値 に よっ て 
表示 し た . 

比較 し た 形質 は , 高橋 ・ 青 山 (1981) に 示し た 10 形質 に 二 つ の 形質 (形質 6 と 7 ) を 加え , 計 12 形質 と 
le 

2. 計測 の 結果 

形質 1 : AWE CFL), 33.440.39mm [M+ 20/ vn) (n =15) で 春 型 お と し て は 原 名 亜 種 の ほほ 
標準 的 な 値 を 示し て いる . 

形質 2 : HE 1 b 脈 末端 か ら 次 端 ま で の 長 さ ノ 前 次 長 (%) [La /FL]. 61.8 土 0.88 (n =16) で や や 
小さ い 値 を 示す , この 値 が 大 きい と き に は 前 次 の 次 形 が アオ スジ アゲ ハ へ 型 か オナ ガ ア ゲハ 型 と な り , 小さ い 
と き に は ミス ジ チ ョ ウ 型 を 示す . 

形質 3 : a1 b 脈 の 長 さ ノ 前 期 長 (%) 〔b/FL]. 71.940.60 (n =16) で や や 大 きい 値 を 示す . 
形質 2 と は 逆 で , この 値 が 大 きい と き は ミス ジ チ ョ ウ 型 と な る . 

形質 4 : 前 次 第 2 室 黄 褐色 斑 の 全長 前 期 長 (%) 〔c/FL). 27.640.67 (n =16) と いう も っ と も 大 
きい 値 を 示し , 2 番目 に 大 きい 中 国 山地 産 の 25.6 土 0.77 (n— 9) や 3 番目 の 房総 半島 産 の 25.3 土 0.42 
(n=62) と の 間 に は 明らか に 差 が ある (t 検定 に より , P ぐ 0.01). 
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Figs. 2-5. Measured characters of the wing of Neope niphonica BUTLER. 2. upperside. 
FL: forewing length; a: length from forewing tip to end of vein 1b; b: length of 
forewing vein 1b; c: length of ochrous patch in forewing space 2; d: length of 
ochrous streak on forewing vein 1b; e: length from inner margin of ochrous patch 
of hindwing space 3 to hindwing margin; f: length of ochrous patch of hindwing 
space 3; BS: number of individuals bearing a black spot in ochrous patch in 
forewing space 1 b (76); YS: amount of ochrous scales in forewing cell (from 0 to 
20). 3. Eye spot of the space 2 of hindwing underside; g: outside diameter of eye 
spot ring in hindwing space 2; h: inside diameter of the same eye spot ring. 4-5. 
Three dark brown lines in marginal area of hindwing underside; 4. from Sado 
Island; 5. from other areas. 


COMPRAR 2 室 の 黄 褐 色 斑 が 相対 的 に と 大 きい こと を 示し , MAER CESHE R 
達し て いる こと を 意味 する . 同時 た それ は 前 頑 表 面 の 色調 を 明る くす る 効果 を も つ . 

形質 5 : HS 1] DIRLOBBARORS / MMR (%) 〔d /FL]. 54.7 土 0.97 (n-15 €, も っ と 
も 値 の 大 きい 房総 半島 産 の 56.2 土 0.57 (n =62) に は 及ば な い が (P<0.05), 883848 1 b 脈 上 の 黄 褐 色 条 
が 比較 的 よく 発達 する . この よう な 場合 , 他 の 次 脈 上 の 黄 褐 色 条 も 同時 に 発達 する 傾向 が ある の で , この 値 
が 相対 的 に 高い こと は , 前 次 表面 の 色調 が 明る いこ と を 意味 する . 

形質 6 : 後 翔 第 3 室 黄 褐 色 斑 の 内 縁 か ら 後 期 外 緑 凹 部 まで の 長 さ ノ 前 次 長 (%) 〔e/FL〕. 25.7+0.44 
(Cn 15) と いう も っ と ゃ 高い 値 を 示し , 屋久 島 産 の 23.3 土 0.76 (ロニ 9) と の 間 に 明 ら か な 差 が ある (P< 
0.0D. これ は 後 超 表 面 第 3 室 亜 外縁 の 黄 褐 色 斑 が 著しく 発達 する こと を 意味 し , 後期 表面 の 色調 を 明る く 
する 効果 を も つ . 

形質 7 : GS 3 室 黄 褐色 斑 の 誤 線 上 の 長 さ ノ 同 黄 褐色 班 の 内 縁 か ら 後 次 外縁 凹部 まで の 長 さ (%) E 
el. 79.1 土 1.96 (=15) で , 房総 半島 産 の 77.7 土 0.98 (n=50), 中 国 山地 産 の 77.5 土 1.57 (n=9) 
と と も に 高い 値 を 示す . この 値 が 高い こと は , CMS 3 室 亜 外 縁 黄 褐 色 斑 外側 の 黒色 の 縁 ど り が 狭い こと を 
意味 し , 樋 態 (1972, 1987) の 報告 と 一 致す る . 上 の 三 産地 の 個体 群 の 間 に は 危険 率 5 % で の 統計 的 有意 差 
は な い が , 多く の 個体 数 の 調査 に より 三 者 の 順位 関係 が 明らか に な る 可能 性 が ある . 
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Figs. 6-13. Neope niphonica BUTLER, spring form males, from Ôsado Mountains, Sado 
Island, Niigata Prefecture, July 24- 25, 1988, M. TAKAHASHI leg.; even numbers: 
upperside; odd numbers: underside. 
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Figs. 14-21. Neope niphonica BUTLER. 14-15. spring form female, from Mt. Myóken, 
Sado Island, Niigata Prefecture, July 24, 1988, M. Takanasut leg., 16-17. spring 
form male, from Honkawane-ché, Shizuoka Prefecture, July 18, 1976, M. TAKA- 
HASHI leg.; 18 - 19. summer form female, from Mt. Myóken, Sado Island, Niigata 
Prefecture, emerged on Oct. 7, 1988, M. TAKAHASHI leg. and bred; 20-21. summer 
form female, from Ikawa Pass, Shizuoka city, Shizuoka Prefecture, emerged on 
Oct. 7, 1988, M. TAKAHASHI leg. and bred; even numbers, upperside; odd numbers, 
underside. 
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形質 8 : 前 次 中 室 に 黄 褐色 の 鱗粉 が 表 わ れ る 程度 を 0 , 10, 20 の 3 段階 で 示し た も の で ある . まっ た く 表 
われ な いも の を 0, 中 室 端 の み に 表 わ れ る も の を 10, 中 室 端 か ら 中 室 基部 に 向かっ て , PHO 1/3 の 位置 た 
ある 暗色 帯 を 越え ん る も る の を 20 と する 【〔YS〕. 6.9(N=15) で や や 大 きい 値 を 示す . これ は 前 区 中 室 の 色 
調 が いく ら か 明る いこ と を 示す . 

形質 9 : 前 期 第 1 b 室 黄 褐 色 斑 中 の 黒 斑 の 有無 . この 黒 斑 が 左右 両 凌 で 表 わ れ て いる $ ぁ の を 1 個体 , 片側 
の 期 の み の も の を 0.5 個体 と し て 数 え , 全体 の 中 で この 黒 斑 の 表 わ れ て いる 個体 の 割合 を % で 示す LBS]. 
21.9% (n =14) で ほほ 標準 の 値 を 示す . 

形質 10: 裏面 の 色調 の 暗 化 を 示す 黒 化 指数 . MAMA 9S 9 ヵ所 に つき , 0, 1, 2 の 3 段階 で 示す . 0 
(0X9) か ら 18 (2X9) まで の 19 段 階 と な る (MI. 10.340.69 (n—15) で , 中 国 山地 の 8.14 
1.81 (n2 9) に 次 いで 裏面 の 色調 が 明る いこ と と を 示し (P<0.05), 東北 地方 産 の 12.3 土 1.64 (n =11) 
や 房総 半島 産 の 12.6 土 0.54 (n260 より も 明る い 色 調 を も つ (それ ぞ れ P く 0.05, P«0.0D. 

形質 11 : 後期 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 長径 前 鞭 長 (%) 〔g/FL]. 13.3 土 0.76 (n =15) T, 屋久 島 産 の 
14.14-0.93 (n2 75, 箱根 山 産 の 12.6 土 0.30 (n 240) な ど と と も に 比較 的 高い 値 を 示す . この 特徴 は 後 
次 裏面 第 2 室 の 眼 状 紋 が 相対 的 に 大 きい こと を 示す . 

形質 12 : 後期 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 の 内 径 外 径 (%) h/g). 64.1 エ 1.80 (n 215 で , 中 国 
山地 産 の 64.3 土 4.84 (N=9) と と も に 低い 値 を 示し , 上 記 眼 状 紋 の 黄 褐色 環 が 相対 的 に 厚い こと を 表 わ 
し て いる . 房総 半島 産 の 67.1 土 1.20 (n =59) と の 間 に は 統計 的 有意 差 が か ある (P く 0.01). 

以上 の 12 形質 の う も, 形質 4, 6, 7, 12 な ど は 佐渡 島 産 春 型 み を 特徴 づけ る ぉ の で あり , と くに 形質 
4 と 6 は きわ だ っ た も の と な っ て いる , 4 頭 の や に つい て 検討 し て みる と , や は り 形 質 4, 6, 7 な ど に 佐 
渡島 産 の 特徴 が 認め られ た . な お , 4 頭 の や の 前 次 第 1 b 室 中 の 黒 班 は, いずれ の 個体 で も 左右 完全 に 表 わ 
れ て いる こと を 付記 する . 

以上 の 形質 の ほか に , 後期 裏面 第 2 一 3 室 の 外縁 を 走る 3 本 の 暗 褐 色 条 の 間隔 を 調べ る と, 佐渡 島 産 の 標 
本 (16 の ずみ 4 や やや) で は それ ら の 間隔 が ほぼ 等 し く , し か も 狭く な る 傾向 が 強い . これ に 対し て 原 名 亜 種 の 
他 の 産地 の も の , 房総 半島 産 亜 種 , 屋久 島 産 亜 種 な ど で は , 外側 か ら 数 を えて, 第 2 条 と 第 3 条 の 間隔 が 広く 
な っ て いる も の が 多く , また この 特徴 は 必ず し ゃ 安定 し な い . この 事実 は すでに 樋 態 (1972) が 指摘 し た と 
お り で ある (Figs. 4, 5). 

3. 飼育 に より 羽化 し た 夏 型 の 裏面 の 量化 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 佐渡 島 で は お そら く 原 則 的 に 年 1 回 発生 し , 春 型 の み 現 れる が , 飼育 する と 夏 型 を 
羽化 させ る こと が で きる . 

7 月 24 日 に 妙見 山頂 上 <1042 m> で 採集 し た 2 HORRA ePIC SAR, 7 月 27 日 一 8 
月 4 日 に か け て , 1 頭 は 5 卵 を , 他 の 1 頭 は 154 卵 を , それ ぞ れ チシマザサ の 葉 裏 に 産 付 し た . BILLER 
虫 に チシマザサ , クマ ザ サ , スズ ダケ な ど を 与え て 飼育 し た 結果 , 9 月 27 日 か ら 10 月 16 日 に か け て 夏 型 
7 ず ず 9 早 科 が 羽化 し た . 

一 方 , これ と 比較 する た め に , 7 月 31 日 に 静岡 市 井川 峠 付近 <1500 m> で シナ ノ ザ サ (クマ イザ サ ) か 
ら 採 集 し た 1 齢 幼虫 , お よび 同日 , 静岡 市 笹山 <1763 m> で 採集 し た 1 告 か ら 8 月 1 一 4 日 に 得 ら れ た 卵 を 
飼育 し , 10 月 3 一 23 日 に 夏 型 ( 春 型 に 近い も の を 含む ) 計 5 ず ざ 7 千早 を 羽化 させ た . 

材料 は 必ず し も ゃ 十分 と は いえ な い が , 飼育 結果 か ら 次 の こと が わか っ た . 

① WE (FL) は , 佐渡 島 産 の ゆみ が 31.2 土 1.15 mm, 静岡 市 産 の ず が 33.1 エ 1.53 mm, また 佐渡 島 産 
の 時 が 33.7 土 0.64 mm, BRE E OO 9 23 34.5 土 0.57 mm で , いずれ も 佐渡 島 産 が や や 小型 で ある 傾向 を 示 
し て いる (と も る に 0.05 く <P<0.1). 前 期 長 は 環境 条件 に よっ て 変化 し や すい が , 上 の 結果 は ある 程度 遺伝 に 
よる も の で ある と こと を 示唆 する . 

O 佐渡 島 産 の や に は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の よう に 前 次 第 1 b 室 の 黄 褐色 斑 に 黒色 斑 が 表 わ れ る 傾向 
が 著しく , 羽化 し た 9 頭 の 個体 は いずれ も この 特徴 を 示し た . な お , 樋 熊 清治 氏 お よび 筆者 が 採集 し た 春 型 
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4 や で や の すべ て の 個体 に この 黒色 斑 が 表 わ れ て お り , これ は 佐渡 島 産 の も つ 特 徴 な の か も しれ な い . 飼育 
に より 羽化 させ た 佐渡 島 産 の で は , 7 頭 中 1 頭 に この 特徴 が 見 られ た . 

これ に 対し て , 静岡 市 産 の 4 の ず 7 叶 税 に は この 特徴 は ほとん ど 見 られ ず , わずか 1 SORMCEMN Zs 
黒色 斑 が 見 られ た に すぎ な い . 

この 形質 は 遺伝 的 な る の と み ら れ る . 

© 裏面 の 黒 化 指数 [MI の 平均 値 は , 佐渡 島 産 の ず で は 2.6 土 0.78, LT 4.3 土 0.70, 静岡 市 産 の ず 
で は 10.0£1.88, や で は 9.1+41.24 と な り , 佐渡 島 産 で は 低く , 裏面 の 色調 が 明る いこ と を 示し て いる ( ざ @ 
Q - &ICP«0.0D. 

coOBIUERU ESI Os D SHEED の 低温 で 上 昇 する 性質 が ある の で , 一 般 に 夏 か ら 秋 に か け て 羽化 
が 続く 場合 に は , 羽化 期 の 後半 に 上 昇 する 傾向 が ある . この 飼育 結果 に つい て みれ ゆ , 佐渡 島 産 の の で は 2.3 
22.8, 9C1X 4.22 4.7, 静岡 市 産 の ず で は 8.7 一 11.0, や で は 9.3 つ 9.5 と な り , いずれ も 上 昇 し て い 
る . 

そこ で , この よう な 温度 の 影響 を 除外 する た め に , ず で は 10 月 3 一 16 日 に , 告 で は 10 月 5 一 16 Hic 
化し た も の に 限っ て 比較 する と , 佐渡 島 産 の ずみ で は 3.042.20 (n ニ 3), QT 4.5+0.61 (N= 8), $ 
岡市 産 の ず で は 9.0 土 2.06(n 4), や で は 8.8 土 1.19(n =5) となり, や は り 佐 渡島 産 の 値 が 低く な っ 
て いる ( ず 早 と も に P く 0.01). 

以上 の こと か ら , 裏面 の 色調 は 環境 条件 , と くに 温度 の 影響 を 受け る が , それ だ け で は な く , それ ぞ れ の 
産地 の 個体 群 が 遺 伝 的 に 備え て いる 形質 と みる こと が で きる で あろ 2 う . 

4. 幼生 期 の 特徴 
A. BH 

色彩 は 青 味 を 帯び た 淡 緑 色 で 他 の 産地 の も の と 同様 で ある . 

2 頭 の 補 か ら 得 られ た 計 159 卵 の 直径 の 平均 は 1.39 土 0.01 mm で , 南ア ルプ ス 産 の 1.46 土 0.01 mm 

(n =115) より も 小型 で ある が (P<0.01), 箱根 山 産 の 1.37 土 0.01 mm (n —6D, 伊豆 半島 達磨 山 産 の 
1.37 土 0.03Cn 238, 富士 山 産 の 1.37 土 0.02(n 三 42) な ど と は 統計 的 有意 差 が 認め られ な か っ た . EK, 
房総 半島 産 の 1.31 よ 0.02 mm (n =480) に 比べ る と 明らか に 大 型 で ある (P く 0.01). 

B. 幼虫 

QD 1 齢 幼虫 の 頭 幅 .。 1.03 土 0.01 mm (n =100) で , 房総 半島 産 の 0.95 土 0.01 mm (n=110) より 
も 明らか に 大 きく (P<0.01), 南ア ルプ ス 産 の 1.06 土 0.01 (n 26D より も 小型 で (P«0.0D, WOKE 
さ を あ る 程度 反映 し て いる . 

Q 1 齢 幼虫 頭 部 の 暗色 横 帯 . 頭 部 の 暗 化 を 示す 段階 値 (1 一 5) の 平均 値 は 4.05 土 0.04 Cn =103) 
C, 暗色 横 帯 が よく 発達 し , 頭 部 の か な り の 部 分 が 暗 褐 色 と な る . し か も 2 頭 の 字 か ら 得 られ た 材料 に 関す 
る か ぎり , この 形質 は 安定 し , 103 個体 中 99 個体 が 段階 値 4 を , 残り の 4 個体 が 完全 な 暗 化 を 表わす 段階 値 
5 を 示し た ., 段階 値 0 一 3 を 示す 個体 は 皆無 で あっ た . 

この 暗色 横 帯 は , 房総 半島 の 2.46 土 0.09(n =114), 伊豆 半島 達磨 山 産 の 3.08 土 0.26(n =75), 伊豆 半 
島 天 城山 産 の 4.50 土 0.16(n 230, 屋久 島 産 の 2.07 土 0.32Cn = ニ 14) な ど に 認め られ る が , 南ア ルプ ス (0, 
n-6D, 富士 山 (0, n=42), 箱根 山 (1.15x0.09, n =132) な どの も る の に は ほとん と 表 わ れ な いこ と 
が 知ら れ て いる . 

な お , 卵 ・ 幼 虫 に お ける 他 産 地 の デ ー タ は 高橋 ・ 青 山 (1987) に よる . 

Q 終 齢 幼虫 . 2 頭 の や か ら 得 られ た 終 齢 幼虫 約 50 頭 に 共通 し て 見 られ た 特徴 は , 正中 線上 の 了 暗 褐 色 
帯 が 他 の 産地 の も の に 比べ て 濃 色 で 太く , し か も と この 特徴 が 安定 し て いる こと で あっ た (Fig.26). COR 
徴 は 2 齢 期 か ら 表 われ , 3 齢 以後 し だ い に 顕 著 こ な る 傾向 が 認め られ た . 筆者 は に れ ま で に 栃木 , 千葉 , T 
奈川 , 静岡 , 山梨 , 鳥取 , 宮崎 , 鹿児島 (屋久 島 を 含む ) な どの 諸 県 の 幼虫 を 飼育 し た が , これ ら の 産地 の 
も の に と の よう な 太い 背 線 を も つ 個 体 は 見 て いな い . 今後 さら に 多く の 母 蝶 か ら 得 た 幼虫 に つい て 調べ る 
必要 が ある と 考え る . 
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Figs. 22-26. Larvae of Neope niphonica BUTLER from Mt. Myóken, Sado Island, 
Niigata Prefecture. 22. lst instar larvae; 23. 2nd instar larvae; 24. 3rd instar 
larvae; 25. 4th instar larva; 26. 5th (final) instar larvae. 


C. スス キ に よる 飼育 

佐渡 島 産 の 幼虫 は , 飼育 の さい , クマ ザ サ Sasa veitchii, スズ ダケ Sasamorpha borealis な ど を 与え る と 
kI ERL, と くに 温度 が 高 す ぎ な けれ ば 完全 な 個体 を 羽化 させ る こと が で きる . 

笛 化 直後 の 幼虫 6 頭 に スス キ Miscanthus sinensis を 与え て 飼育 し た と こと ころ, その うち 5 頭 は 1 齢 か ら 3 
齢 まで の 間 に 死 亡 し た が , 1 頭 の み が 生 き 残 っ て 小型 の ず (完全 個体 ) が 羽化 し た CHE 28.7 mm), 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に は 潜在 的 に スス キ を 食べ る 習性 が ある こと が 知ら れ て いる が (高橋 , 1970, 1972), 
以上 の 結果 は 佐渡 島 産 の も の に も いく ら か その 傾向 が ある と と を 示し て いる . 


III 分 布 の 成立 と 地理 的 変異 の 位置 づけ 


1 . 分 布 の 成立 
佐渡 島 に は Neope 2 種 の うち ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の み が 生 息 し て お り , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ は 発見 され 
て いな い . と の 島 が 日 本 本 土 と 陸続き で あっ た 時 代 に , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ が 佐渡 島 地 域 に 分 布 を 拡げ , 佐 
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64 高橋 真弓 


渡海 峡 が 成立 し た こと に より , この 島 に と り 残 され た も の と 考え る こと が で きる . 一 方 , サ トキ マダ ラ ヒ カ 
ゲ は その 連続 的 な 分 布 や 地理 的 変異 た 乏しい こと か ら , 日 本 列島 に お いて 分 布 を 拡げ た 時 代 は むし ろ 新 し 
く , お そら く 佐 渡島 に 分 布 を 延ばす こと が で き な か っ た の で あろ 2 う (高橋 , 1986). 

BERR (1987) は , 佐渡 島 の 成立 は お そら く 第 四 紀 更新 世 中 期 の Mindel-Riss 問 水 期 で あり , KiE (1976 - 
79) の 提唱 し た “Riss 氷 期 以 前 の 洪 積 世 前 期中 期 "に 含ま れる , と し た . BEED (1978) は , BABO 
成立 は に これ より も は る か に 新しく , Wiirm 氷 期 終 了 後 の 完 新 世 と し て いる . また 黒沢 (1988) は , お も に 
甲虫 類 の 地理 的 変異 や 固有 種 の 存在 な どか ら , 屋久 島 の 成立 は これ より も ゃ 古く, すくなく と る 数 万 年 前 で あ 
る こと を 示唆 し て お り , その 時 期 を 佐渡 島 の 成立 と ほぼ 同時 代 と 推定 し て いる . 

さら に 樋 熊 (1987) は , 金 北山 な ど 大 佐渡 山地 の 高地 帯 に 発生 する 個体 は 佐渡 島 固 有 の 特徴 を 表わす が , 
山地 中 腹 に 分 布 す る も る の は 本 土産 に 近い と と か ら , “佐渡 海峡 が 2 回 以上 隆起 し た こと を 表わす も の で , そ 
の つと 本 土 か ら 分 布 を 拡 げた の で あろ うら "と し て いる . この 問題 に つい て は 適当 な 材料 や デー タ が 手もと に 
な い の で , 後日 改め て 検討 し た いと 思う . 

いずれ に し て も ゃ , 佐渡 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は , すく な く と も , marumoi と し て 知ら れ て いる 屋久 島 
産 亜 種 と 同じ 程度 か , ある い は それ 以上 の 期間 に わた っ て 日 本 本 土 の 個体 群 か ら 隔離 され て いる こと を 意 
UY 5. し た が っ て , その 地理 的 変異 の 程度 に よっ て は , 亜 種 と し て 認め うる か どう か が 問題 と な る . 

2. 地理 的 変異 の 位置 づけ 

Table2 は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 春 型 ず 成虫 の 計測 値 を も と に , 日 本 列島 に お ける 17 の 個体 群 に つい て , 
中 央 値 か ら の 偏り を 段階 値 で 示し た も の で ある . 

17 個体 群 中 , 測定 値 の 順位 が 中 央 に 当たる 第 9 位 の ゃ の を 0, 第 8 位 と 第 10 位 の も る の を 1, 第 7 位 と 第 
11 位 の も の を 2 と いう よう に し て , 順次 に 数 値 を きめ , 第 1 位 と 第 17 位 の も の を 8 と する . すなわち , 8 
と いう 数 値 は 標準 的 な る の か ら も っ と も 偏っ た 位置 に ある こと を 示す . 

た と えば , 前 次 長 に つい て みれ ば , 34.9 mm の 南ア ルプ ス 産 年 1 回 発生 の 春 型 は 第 1 位 な の で 8, 屋久 
BERM A 30.3 mm で 第 17 位 な の で 8, 佐渡島 産 春 刑 は 34 .4 mm で 第 9 位 な の で 0 と な る . し た が っ 
C, 佐渡 島 産 春 型 あ は , 前 次 長 で は 中 央 値 を 示し , ご どく 標準 的 な る の で ある こと と を 示す . 

この よう に し て , 12 の 形質 に つい て , それ ぞ れ 中 央 値 か ら の 偏り を 段階 別に 示し , それ ら を 合計 し た の が 
Table 2 の Total の 欄 で ある . これ に よれ ば, 佐渡 島 産 の 合計 値 は 69 と な り , 17 個体 群 中 で は 中 国 山地 
ED 72, 房総 半島 産 の 70 に 次 いで 第 3 位 と な る . な お , すでに 亜 種 と し て 知ら れる 屋久 島 産 は 61 で 第 4 位 
と な っ て いる . 

次 に , 中 央 値 か ら も っ と も ゃ 偏っ た 値 で ある 段階 8 の 合計 値 に つい て みる と , 佐渡 島 産 は 中 国 山地 産 と と も 
に 4 で , と も に 17 個体 群 中 の 第 1 位 (房総 半島 産 と 屋久 島 産 は 3 で 第 3 位 ) と な っ て いる . 

以上 の 事実 は , 佐渡 島 産 ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 春 型 ず 成虫 は , 筆者 が 調査 し た 材料 に 関す る か ぎり, 房総 
半島 産 亜 種 , 屋久 島 産 亜 種 お よび 中 国 山地 産 と 並ん で , も っ と も 地理 的 分 化 の 進ん だ も の で ある こと を 示唆 
する (屋久 島 産 と 中 国 山地 産 の 春 型 は 個体 数 が 十分 と は いえ な い の で , 今後 さら に 多く の 個体 に より 比較 す 
る 必要 が ある ). し た が っ て 中 国 山 地産 と と も に , その 分 類 学 的 な 位置 は すく な く と も 準 亜 種 の 段階 に ある 
と みる こと が で きよ う . LMS, 中 国 山地 の も の と は 異な り , 分 布地 域 の 隔離 は 明確 で , し か も 長期 間 に わ 
た っ て いる と と は 確実 で ある か ら , 今後 , さら に 多く の 材料 (と くに 時 ) の 計測 や 幼生 期 の さら に 詳細 な 調 
査 が 進む こと に より , 亜 種 へ の 昇格 の 可能 性 も ある . 

な お , 中 国 山 地 の も の に つい て は , 夏 型 に よる 測定 値 を 加え て , その 位置 を 再 検討 すべ き で ある と 思う . 
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Summary 


1. Geographical distribution, adult behaviour and morphological variation of Neope niphonica 
BUTLER (Satyridae) in Sado Island, Niigata Prefecture, Central Japan, were reported. 

2. This species inhabits deciduous broad leaf forests with the understory of Sasa kurilensis on the 
ridge of the Osado Mountains, 900 - 1170 m in altitude. 

3. Territorial flight of the male was observed in the forest side on the mountain ridge and, in a case, 
around a fence constructed on the summit. The males were very sensitive and flew away rapidly 
as soon as the author approached them. 

4. This species is univoltine in Sado Island and the spring form adults are on wings mainly in July. 
. Morphological characters of the wings are as follows: 

a. Forewing length 33.4 + 0.39 mm (の , n-15), average size of this species. 

b Wing upperside light coloured, ochrous patches and lines along veins developed. 

C. Ochrous patches in the submarginal area of hindwing upperside well developed with thin black 
outer margin. 

d. Eye spots of hindwing underside large and their ochrous ring thickened. 

e. Wing underside light-coloured. 

f. Three dark brown lines in the marginal area of the hindwing underside run at regular intervals. 

6. In the 1st instar larva, dark brown lateral band around the head is well developed. 

7. The 2nd-5th (final) instar larvae have thick dark brown dorsal line. 

(Received 2 June 1989) 
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